
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

札７ 積雪寒冷地における配水管浅層埋設支援技術

2  課題の詳細

求める技術︓⑮

札幌市

本市の管路延長は6,000㎞を超えており、延命化や事業量の平準化などにより計画的に更新しています。

北海道のような積雪寒冷地での更新にあっては、配水管内の水が凍結しないように、基本的には凍結深度より

も深く埋設しなければならず、土工によるコストがかさんでいる（札幌市の配水支管埋設深さ：1.1～1.2m）

人口減少等により給水収益が減少する中で、北海道のような寒冷地においても、凍結しない範囲で掘削深を浅

くすることができれば、延長あたりの「更新コストの削減」や「更新に要する期間の短縮」が見込める。

 施工や維持管理に影響を与えず、低コストな管の保温技術（断熱塗装、高断熱ポリスリーブ等）

 浅埋埋設可能な範囲（凍結しない範囲）の調査・検討を支援する技術（土中・管内温度測定等）

４ 技術の導入により代替が期待される業務

５ 事業規模・業務量
札幌市内に布設されている配水管約6,000㎞の更新

 「更新コストの削減」や「更新に要する期間の短縮」が期待されます。


